
尨

組合員労働相談日のお知らせ（無料）9 月7･21 日　10 月5･19 日　　 場所：ＣＯＭ３号館5 階会議室　 時間:13時～15 時

組合員法律相談日について　　 個別相談対応とさせていただいております｡ご相談の向きは､組合事務局までご連絡くださt

無

事

故

ド

ラ

イ

バ

ー

を

表

彰コ
ム
ア
ー
ト
交
通
㈱
は
、
８

月
１
日
㈲
、
１
年
間
団
地

バ
ス

を
安
全
に
無
事
故
運
転
さ
れ
て

い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
全
員
（
1
0名
）

を
表
彰
し
ま
し
た
。

口々★
－

★
－

★
－

★
－

★

第
５
２
８
回
　
俳
句
会

ひ
と
息
つ
く
こ
と
の
出
来
た
気
の

ゆ
る
み
を
ま
た
ま
た
コ
ロ
ナ
は
狙
い

始
め
て
き
た
。
負
け
る
わ
け
に
い
か

な
い
と
気
を
引
き
締
め
る
昨
今
で
あ

る
。
七
月
の
兼
題
は
「
夜
の
秋
」
で

あ
る
。
「
土
用
半
ば
に
？
や
秋
風
ぞ

吹
く
」
古
く
か
ら
言
う
様
に
真
昼
の

状
態
は
夏
そ
の
も
の
で
あ
る
。
け
れ

ど
も
夜
と
も
な
る
と
ど
こ
と
な
く
秋

の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
様
に
な
る
。

こ
の
様
な
趣
を
夜
の
秋
と
言
う

桐
の
葉
の
ひ
ら
り
ひ
と
ひ
ら
地
に

据
る

夜
の
秋
鈴
鹿
峠
の
一
軒
屋小

杉
一
夫

夜
の
秋
睡
魔
の
お
そ
ふ
ニ
ペ
ー
ジ
目

竹
藪
の
葉
擦
れ
か
す
か
に
夜
の
秋

中
野
啓
子

今
は
昔
村
は
總
出
の
井
戸
浚
え

槌
音
の
日
が
な

．
日
夜
の
秋

木
村
美
恵
子

寝
床
に
て
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
や
夜
の
秋

高
層
の
ビ
ル
の
窓
拭
き
夏
の
空

鈴
木
勘
資

沙
羅
の
花
落
ち
て
な
ほ
花
花
花
花
と

風
鈴
に
聞
き
入
る
膝
の
猫
の
耳

森
本
礼
子

鈴
虫
の
納
屋
に
か
ぼ
そ
く
夜
の
秋

夜
の
秋
一
歩
一
歩
を
転
ば
ず
に

田
辺
督
旺

俳
画
の
墨
こ
こ
ろ
も
ち
濃
く
夜
の
秋

あ
そ
こ
迄
て
ふ
噴
水
に
あ
る
高
さ

浜
口
高
子

以
上
　
浜
口
高
子
記

第
５
２
９

回
　

俳

句
会

八
月
の
兼
題
は
「
日
焼
け
」
で

あ
る
。
日
焼
け
は
夏
の
季
語
で
八

月
の
兼
題
に
は
当
て
嵌
ま
ら
な
い
。

今
年
の
八
月
は
と
て
も
秋
を
思
わ

せ
る
と
は
感
じ
ら
れ
な
い
が
、
晩

夏
、
初
秋
の
意
も
込
め
て
敢
え
て

八
月
の
兼
題
と
し
た
。
結
果
は
良

い
方
向
に
傾
き
、
個
性
的
写
生
を

効
か
せ
た
旬
な
ど
、
生
き
生
き
と

し
た
句
が
多
か
っ
た
。

須
磨
浦
の
地
引
網
引
く
日
焼
け
の
子

日
焼
け
顔
兵
（
つ
は
も
の
）た
ち
の

入
場
式

小
杉
一
夫

向

か
ひ
合

ふ
日

焼

け
の
顔

や
カ

フ
ェ
シ
ョ
ッ
プ

模
様
替
へ
日
焼
け
の
畳
一
畳
半

中
野
啓
子

夏
休
み
犬
の
ゲ
ー
ジ
を
放
れ
ぬ
子

サ
ー
フ
ァ
ー
は
ナ
ザ
レ
の
波
を
命

が
け

木
村
美
恵
子

営
業
の
上
着
片
手
の
日
焼
け
か
な

校
庭
に
日
焼
け
の
顔
の
勢
揃
ひ

鈴
木
勘
資

日
焼
け
し
て
元
気
印
の
丸
坊
主

深
き
皺
日
焼
け
も
年
季
入
り
け
り

森
本
礼
子

日
焼

け
子
の
コ

ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス

真
っ
最
中

孫
の
描
く
入
道
雲
よ
り
暮
れ
初
む
る

田
辺
督
旺

夜
の
支
流
昂
ぶ
る
音
や
鮎
胎

臍
ま
で
日
に
焼
け
し
露
座
仏
仰
ぎ

け
り

浜
口
高
子

以
Ｌ
１‐
　
浜
口
高
子
記

九
月
の
兼
題
は
「
重
陽
」
で
す

第
4
1回
大
阪
繊
維
経
営
者
夏
期
大
学

２

講

演

を

聴

講

８
月
３
日
内
、
千
里
阪
急
ホ
テ

ル
仙
寿
の
間
で
３
年
振
り
に
開
催

さ
れ
、
約
6
0名
が
聴
講
し
ま
し
た
。

日
・
米
・
加
・
豪
の
金
融
機
関

で
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
業
務
に
携

わ
っ
た
実
務
経
験
を
基
に
し
て
、

お
金
の
流
れ
を
中
心
に
世
界
経
済

と
日
本
の
景
気
動
向
、
ま
た
皆
が

大
変
興
味
を
持
っ
て
い
る
為
替

（
円
安
）
の
予
測
ま
で
、
様
々
な

方
向
か
ら
具
体
的
に
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

真
山
仁
（
ま
や
ま
じ
ん
）
氏

／
小
説
家

～
政
治
・
経
済
・
国
際
～

『
『

ゲ

タ
カ
視
点
で
、
世
界
と
日

本
の
混
迷
を
見
通
す
』

筆
者
独
自
の
観
点
（
（

ゲ
タ
カ

視
点
）
か
ら
、
３
年
に
及
ぶ
コ
ロ

ナ
禍
の
状
況
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
、

安
倍
元
首
相
銃
撃
事
件
等
幅
広
い

話
題
に
つ
い
て
、
切
り
口
鋭
く
示

唆
に
富
む
お
話
を
し
て
い
た
だ
き

ま

し

た

。

１
・‐
９

回

Ｃ
Ｏ
Ｍ

倶

楽

部

ゴ
ル

フ
大

会

田

逞

賢

次

氏

が

優

勝

８
月
４
日
内
、「
ア
ー
ト
レ
イ

ク
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
」
で
開
催
し
ま

し
た
。

今
回
は
６
名
の
女
子
プ
ロ
ゴ
ル

フ
ァ
ー
を
お
呼
び
し
て
、
メ
ン

バ
ー
1
5名
が
参
加
し
、
熱
戦
を
繰

り
広
げ
た
結
果
、
田
追
賢
次
氏
が

優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
成
績
は
左
記
の
通
り

（
敬
称
略
）

優
　
勝
　
田
遵
賢
次

（
㈱
コ
モ
ン
ズ
）

準
優
勝
　
俣
野
富
美
雄

（
日
繊
商
工
㈱
）

第
３
位
　
参
鍋
光
男

（
㈱
オ
ー
パ
ス
）

古

鍛

治
正

嘉

氏

が

優

勝

－

撞

球

大

会
－

７

月
2
2
日

㈲

主

な
成
績

（
敬
称
略
）

優
　

勝
　

古
鍛
治
正

嘉

（
㈱
コ

カ
ジ
）

準
優
勝
　

鈴
木
勘
資

（
鈴
木
康
㈱
）

第
３
位
　

田
辺
督
旺

（
㈱
コ
モ
ン
ズ
）

講
演
会
終
了
後
、
コ
ロ
ナ
禍
で

あ
り
着
座
形
式
と
な
っ
た
も
の
の

懇
親
会
も
開
催
。
さ
さ
や
か
で
は

あ
り
ま
す
が
、
参
加
さ
れ
た
皆
様

に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

行

事
予
定
（
令

和
四
年
）

９
月

27 14 13 日

Ｈ ｜

｜

予

定

1
0月

25 13 12 日

吏Ｃ
Ｏ
Ｍ
ゴ
ル
フ

予

定

※
尚

、

新
型
コ

ロ

ナ

ウ

イ
ル

ス

の

影

響
に

よ
り
行

事
予

定
か
中

止
・
延

期
・
変

更
に

な

る
場

合
が

あ
り
ま
す
の
で

、
ご
了

承
下

さ
い
。

大

阪

船

場

繊

維

卸

商

団
地

協

同

組

合

理

事

会

を

開

催

第
４
０
７
回
理
事
会
を
７
月
５

日
脚
午
後
Ｏ
時
4
5分
か
ら
Ｃ
Ｏ
Ｍ

３
号
館
５
階
会
議
室
で
開
催
、
次

の
議
案
を
審
議
、
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

第
１
号
議
案
　
物
流
委
員
会
の
委

員
嘱
託
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る

件第
２
号
議
案
　
組
合
員
の
異
動
に

つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件

船
場
繊
維
団
地
振
興
株
式
会
社

第
５２
期
定
時
株
主
総
会
を
開
催

８
月
1
9日
向
午
後
４
時
か
ら
、

Ｃ
Ｏ
Ｍ
３
号
館
５
階
会
議
室
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

第
5
2期
（
令
和
３
年
６
月
１
日

か
ら
令
和
４
年
５
月
3
1日
ま
で
）

事
業
報
告
の
件
を
報
告
、
次
の
２

議
案
を
審
議
、
可
決
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

第
１
号
議
案
　
第
5
2期
貸
借
対
照

表
、
損
益
計
算
書
及
び
株
主
資
本

等
変
動
計
算
書
並
び
に
個
別
注
記

表
承
認
の
件

第
２
号
議
案
　
剰
余
金
処
分
承
認

の
件

〒５６２-0035 大阪府箕面市船場東２丁目５-４７ 電話 ０７２-７２９-3321( 代)

発行人 理事長･俣野富美雄 編集長 津田純二 編集人 専務理事･寺本正満

発行所
大 阪 船 場 繊 維 卸 商 団 地 協 同 組 合

両

氏
の
講
演
要

旨
は
次
の
と
お

り
で
す
。

岩
本
沙
弓
（
い
わ
も
と
さ
ゆ
み
）
氏

／
ｏ
ｆ
ｆ
・
ｌ
ｃ
ｅ

Ｗ
・
Ｉ
・
Ｓ
・
Ｈ

代

表
、
金
融

コ

ン

サ

ル

タ
ン
ト
、

経
済
評
論
家

『
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危

機
へ
』
～
為
替
・
内
外
情
勢
～



ｺ ムアートニユース預り先 募 集中

組合員の会社訪問

コムアートニュースを置いて下さい｡ 団地内で店先に置いてもいいよという方募集しております，

雪072-729-3321( 代) 団地組合( 担当) 山口までお電話下さい。 団地組合７月９日(土)『歩行者天国』実施

7月９日(上)大阪大学箕面キャンパス『第41 回大阪大学夏まつり』の開催に合わせて､団地組合ではＣＯＭ３号館

前(｢船場東｣ 交差点～｢船場東3｣ 交差点)で『歩行者天国』を実施しました。

歩行者天国には､組合員9 社､関係先2 社のテントと4台のキッチンカー(他に屋台1ヶ所)が出店し､約3 千人の来訪

者があり賑わいを見せていました｡(当日の様子は組合Ｈ)にも掲載しています】

バ
ル
事
業
を
拡
大
中
。
近
年
は

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
に
対
す
る
方
針

を
強
く
打
ち
出
し
、
新
た
な
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
に
注
力

し
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

スタイレム瀧定大阪株式会社

本　　 社　 大阪市浪速区湊町1-２-３

マルイト難波ビル11 階（総合受付）

拠　　 点　5R 以・中国（上海・深川|・香港）・

韓国 －インド・イタIリア ーベトナム・

タイ・インドネシア ーアメリカ

ｕ　R　L　htt ｐｓ://ｗｗｗ.ｓ13jem.ｃ０.jp/

代表取誹融HI 瀧 隆太

創　　 業　 １８６４（元治元）年

設　　 立　 ２０【】１年８月１日

瀧定株ｊt会社 〔１９４０年la 月設立〕

を分割し設立

資 本 金　15 億円

事 業 内 容　 重雄専門商社（各種重誰製徊の

元卸売ならびに一般輸出入）

そ

れ

ぞ
れ
の

『
ら
し
さ
』
で
彩

る
。
」

を

掲

げ

、
瀧

定

の
伝

統

・
文

化

を

継

承

し
つ
つ
、
コ
ー
’ポ
レ
ー
ト
ブ
ラ
ン

ド

『
Ｓ

Ｔ

Ｙ

Ｌ

Ｅ

Ｍ
』

を

核

と

し

た
ビ
ジ
ネ
ス
を

展

開
し
て
い
ま
す

。

質

の
経

営

で
順

調

に
業

績

を

伸

ば
し
、
国

内
で
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を

確

立

し

た
テ

キ
ス
タ
イ
ル
事

業

を

軸

に
、

欧
米

、
ア
ジ
ア
、

中

東

な
ど
ヘ
グ
ロ
ー

八 、

瀧
定
の
創
業
は
古
く
、
１
５
０
年

以
上
前
に
遡
り
ま
す
。
現
在
は
、

Ｕ

繊
維
専
門
商
社
と
し
て
、
新
た
な
ビ

゛

ジ
ョ
ン
を
打
ち
出
し
「
世
界
中
を
、

繊
維
原
料
か
ら
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
ま
で
を

デ
ザ
イ
ン
す
る
繊
維
専
門
商
社

このコーナーでご紹介する訪問企業を募集（掲載料無料）しています。ご希望の企業は、

酋072 －729－3321（代）団地組合（担当：山口）まで、お気軽にお問い合せください。

m ｗ ｆや

■
婦人服ラピーヌのアウトレット

りACIO"゙ 0剛177ｸﾄﾘｵｰ ﾌﾟﾌ〕!竃面店

読者
特典

購 入 時 に Ｌ ポ イ ン ト カ ード 入 会 と

｢本誌を 見 た｣ で そ の日 のお 買 上 げ が

１０％ＯＦＦ(一鄙対象外商品があります)

婦 人 服 メ ー カ ー 直 営 の ア ウトレ ット ショップ

日本で唯一のラピーヌのアウトレット店。質のよい生地

を使用した高品質商品が、製造直販ならではのプライス

で並びます。

プチサイズからゆったりサイズまで、日本人女性の体型

や肌の色を研究しつくしたデザインやカラーの品ぞろえ

にファンも多く、遠方から来店する方も多いとか。　　

｜

カジュアルからフォーマルまで、幅広い年代の方向け

に、多彩な洋服と雑貨が並ぶ店内は、来店するたびに発
Ｉ

見があります。

購入と同時にLポイントカードへの登録でさらにお得

な特典あり。誰でも気軽に立ち寄れるお店です。

| 所 在 地／冥●『b鉛鳩111･３･15{ 新船峨ｔ農北西角}
富叢時間／１０：○()～１８：００ 火●休 駐車場有

ＴＥＬ／０７２←７２９-３８２1

(i

＆

歯は抜かないでなるべく残したほうが良いの?

８０２０運動という言葉をご存じでしょうか?｢ ８０歳になっても２０本以 上自分の歯を保とう｣という運動で､ 厚

生労働省と日本歯科医師会が推進しています｡しっかり咀嘔できることは胃腸の働きを助けたり､唾液の分泌を

促進して免疫力の向上が期待できます｡さらに噛むことが脳を刺激する事も わかっており､咬合力の低下は認

知症などに影響を与えることが示唆されています｡ これらの点 から歯はなるべく残すように努めるのが現代の

歯科医学です｡しかし､大きく揺れている歯や感染症の原因となる歯を無理に残すと全身に悪影響を与えるの

で抜歯が必要です｡ 抜歯後は咬合力が回復するよう､義歯やブリッジ､ 歯科用インプラントを用いた治療を受け

てください｡ 定期検診で歯を失わないようにする事が大切です。

こｏｍｐａｎy Ｐrｏfilｅ

同 ‾画‾rii浸 ｆﾐEI ］

盲ｉ

読者特典

幸運の女神ﾉﾘﾘﾝ･ モンローの血液型別ポジティブ占い＜９月＞扁
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